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場所は大学のキャンパスや公園、知人宅などに限られていた。だが二〇〇九年の 統領選挙以来、政府と一般市民のあ だの緊張関係が常態化している昨今では、こうした会合ですら当局からややもすれば睨まれるおそれがあるに違いない。テヘランの市民が普通に生活していくなかで、こうした無用な摩擦を避けつつ家のなかの安全を擬似的に実現する めには、喫茶店（カフェ）のよう 空間は少
し高額であってもまことに都合のよい存在なのであろう。　
筆者が今回最初にみつけたこう
したカフェの一軒は、テヘラン中心部の目抜き通りから辻（クーチェ）をちょっと入った場所の民家を改装した店舗であった。看板だけの目立たない入口を てみると、テヘランの大きな寒暖を和らげるために半地下になったフロアを使用しており、壁にはカルティエ・ブレッソンのパリ 写真やチャップリンの肖像が飾られてちょっと無国籍風な雰囲気 醸し出していた。　
だが現在のテヘランなど大都市










察の視点をひとつの場所に固定させることにはあまり意味がないようにも思われ 。それはテヘランにおける市民生活の多くが、これまで以上 隠れ家的な拠点 しての住居スペースを移動させつつ逃走していくというスタイルを至上のものとしていると考えられるからである。　
彼らの基本的な考え方はこうで
あろう。チャンスがあれば逃走よ（或いは子供を逃がせ！） 、そしてそれには可能な限り自らのフットワークを軽くしておかなければならない。彼らテヘラ 市民のこの原則を知った時、私は彼らが驚くほど物を抱え込まないことに対して以前ほど憧憬の念 抱かなくなった である。（すずき
　
ひとし／アジア経済研究
所
　
地域研究センター）
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